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新年あけての昼コースの第 14 回目。いよいよ月末にまで迫った「だがしや楽

校・福まつり」に向けて、内容・スケジュール・備品・レイアウトなどについて話

し合い、決めていく (下記)。また、話し合うだけではなく、自分が見せるものの

実物(手書きでつくったクイズ、手作りガラス細工など)や、装飾に使う手作りの

のぼりなども並んだ。だんだんと、当日の様相が明確になってくる。こうしてみ

んなで「まつり」について自主的に話し合っている様子を見ていると、改めて

「遊び」や「まつり」とは何なのか、問い返さざるを得ない。

昨年、７年に1度行われる長野県諏訪市の「御柱祭り」を見てきた。一日かけ

てゆっくりと、諏訪大社を囲む４本の巨大な柱を立てていくのだが、その祭りの

雰囲気は、来場者が何人いたとか、売り上げがいくらあったとか、そういうこと

のためにやっているのではなかった。この祭りを担う「自分たち」が、それぞれ

の得意技や持ち味を見せ合いながら、この地域で“一緒に生きている”ことを、

確認しているように見えたのである。この祭りが終わったときの実行委員長の

一言がとても印象的で、「今日の祭りの思い出を胸に、この後３年間を生きま

しょう。そして、次の３年間は、次回の祭りの準備をしながら楽しみましょう」と

のこと。こうした祭りや、踊り・芝居など遊びの歴史は古く、それは若者組をは

じめ、その地域の住民たちが領主や権力者との関わりあいの中で必死に守っ

てきた文化でもある。この昼コースのみなさんにとって、この「福まつり」はどん

な意味をなすのだろうか？それはやってみてのお楽しみ？(記事：川上)

作戦会議ノート 11.1.14
■当日のスケジュール

８：００～ テント設営(時間的に可能な人)

８：３０～ 全員集合―準備開始

１０：００～ 開場 各店実施

10：30～健康ウォーク(担当：佐藤)

11：30～セミナー (担当：小澤)

１２：４５～ 片付け

１３：００～ 撤収⇒中央図書館会議室へ移動し反省会

■役割分担

・トイレ、駐車場案内貼紙作成(山根) ・会計(黒川) ・会場の装飾(國松)

・参加者アンケート(谷原) ・駐輪場案内(西崎・田中)

■その他

・当日の記録として、デジカメを持っている人は持参して写真をとる

・ゴミは全て持ち帰り ・それぞれの「自分みせ」の装飾(看板など)は各自作成してくる



◇今月の大人“塾
じゅく

っ人
と

”

新年会、やりました！
と言っても、今回の新年会の幹事は事務局ではなく、永久＋A 級幹事ちゅうさん。昨年から受講生の皆さんにアナウンスをしなが

ら、着々と(？)準備を進めてくれました。今回の参加者は 23 名。少しお酒がまわったころに自己紹介。すでに講座も６ヶ月をすぎたというの

に、自己紹介ではまだまだ「へぇ～」ということが多いのは不思議。また皆の口から「こんな集まりができて良かった」「講座に参加して良かっ

た」という声が多く出て、「今回最後だっけ？」という笑い声も諸所で…。考え方や経歴、年代、性別の違う人が集まって、フラットな立場で本音

を語り合える「場」って貴重だなぁとしみじみ思いました。最後ではないですが、永久幹事のちゅうさんから「ずっと飲み会やります！」宣言も出

て、皆一安心。次は打ち上げ、花見に向けてがんばりましょう(？)。幹事さん、ありがとうございました。
・

多田 邦晃さん ♂

①大阪府箕面市

②「タダモノではないタ

ダ」

③コンサート・ライブ等、

イベントがあれば、声をか

けてください！

宇田川 真也 さん ♂

①千葉県市川市 (＆葛飾区
立石) 

②居酒屋好きなアラフォー

肥満児です。

③映像と WEB と芝居作り
をする仲間がいます！

中山 久子 ♀

①神奈川県南足柄市

②のんびりアラサーOL
ぼーっとするのが得意

③グループで高円寺でゴ

ミ拾い、高齢者施設慰問

してます。清掃場所、慰

問先募集中！料理教室で

世代間交流もしてます。

清水 絵里 さん ♀

①茨城県水戸市

②インスピレーション人

間

③アート、語学（英語・ス

ペイン語）、ダンス（フラ・

バレエ）、音楽関係で何か

あればお声かけください。

大人塾に参加中の…イカした！大人たちに聞きました！

① 出身 ②自分にキャッチコピーをつけたら？ ③ 自分のつながりＰＲ

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆

この新聞は事務局スタッフ川上・湊の独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。

新年はじめての講座。今回のテーマは宿題であった「こ

れからソーシャルアクションを起こしていくために、この半年

間で得たことを考える」である。ZY 校正一人ひとりが今まで

得た学びを発表しＫ、それに対して広石さんが感想やフォ

ローをしてくれた。その際の広石さんのコメントには、これ

から地域活動を行っていく際のヒント・指針がたくさんちりば

められていた。「皆が違う意見を持っていて、話し合っていく

ことの大切さを学んだ」という想いに関しては「地域社会で

は違う意見、経験・特技などをもっている人を巻き込んでい

くことで、活動が広がっていく。同質的なものだけではうまく

いかない。」また、「振り返りができなかった」という受講生

には、「『体験』を『経験値』に変えるためには、『振り返り』

が、重要。失敗から学ぶことにより経験値が上がり、次のア

クションに対しての負担感が減っていく。」「動くことを面倒にす

る要素のひとつは失敗に対する恐れ。企業家が何度もチャレン

ジできるのは失敗を恐れないから。失敗してもいい、何かを学

ぼうという姿勢が背中を押す。活動を始めるにもこの気持ちが

大事。」「シニアの世代が経験値を若い世代に伝えていく。ま

た、リーダーを若い世代にして、自分たちは支える立場になり、

違う意見が入りやすい環境を心がける。」「活動をつくるために

は、まず共感することがスタート。そこから関心が生まれ、参加

することで理解が広がり、深まっていく。」などなど、一連のやり

とりを通して、受講生にまた新しい気づきと学びがあったに違い

ない。

次回はいよいよ仕上げである、受講生各個人の今後のソーシ

ャルアクション計画開始！(記事：湊)

←ボードに書かれた、皆の

学びの繋がり図（広石さん著）


